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き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
報
告
者
は
再
び
の
招
へ
い
を
試
み

た
。
そ
れ
が
実
現
し
て
報
告
者
は
勿
論
、
日
本
の
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究
者

た
ち
の
喜
び
も
一
入
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

氏
の
講
演
内
容
に
先
立
ち
、ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の『
精

神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。『
精
神
的

マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
は
、
ル
ー
ミ
ー
の
約
二
世
紀
後
の
詩
人
、
十
五
世
紀

の
ジ
ャ
ー
ミ
ー
に
「
ペ
ル
シ
ア
語
の
ク
ル
ア
ー
ン
」
と
言
わ
せ
し
め
た
、

ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学
の
大
著
で
あ
る
。
原
語
で
は
、m

athnavī-ye 
m

aʻnavī

と
称
さ
れ
、
か
の
井
筒
俊
彦
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、m

aʻnavī

と
い
う
語
に
「
神
秘
主
義
的
直
観
に
基
づ
く
」、「
神
秘
主
義
的
体
験
に
お

い
て
開
示
さ
れ
る
実
在
の
真
相
に
淵
源
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
に
は
神
秘
家
と
し
て
の
ル
ー
ミ
ー
の

実
在
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
作
品
全
体
は
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
詩
形
か
ら

な
る
、
全
篇
約
二
万
六
千
行
に
及
ぶ
叙
事
詩
で
あ
り
、
作
品
の
冒
頭
十
八

詩
行
「
葦
の
嘆
き
」
と
題
さ
れ
る
部
分
に
、
ル
ー
ミ
ー
の
神
秘
主
義
思
想

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
が
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
変
奏
曲
た
る
数
多
の
逸
話
と
な
っ
て
全
篇
へ
と
展
開
し
、

受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

プ
ー
ル
ナ
ー
ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン
氏
が
、
最
初
は
控
え
め
な
ト
ー
ン
で
、

日
本
人
ペ
ル
シ
ア
語
既
修
者
の
た
め
に
配
慮
し
つ
つ
講
義
を
始
め
る
と
、

「
十
三
世
紀
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の
『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
よ
り
〜
「
葦
の
嘆
き
」

を
読
み
解
く
〜
」
及
び
「
ペ
ル
シ
ア
文
学
を
読
み
解
く
：
ル
ー
ミ
ー
の
説
話
の
世
界
」

　

報
告　

佐
々
木
あ
や
乃　
　
　
　

　

二
〇
一
八
年
度
、
報
告
者
は
春
・
夏
学
期
に
特
別
研
修
の
機
会
と
同
時

に
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
外
国
人
研
究
者
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
イ
ラ
ン
人

研
究
者
招
へ
い
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。さ
ら
に
新
た
な
科
学
研
究
費（
基

盤
研
究(

C)

「
ペ
ル
シ
ア
語
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
（
叙

事
詩
）
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」）
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
も
相
俟
っ

て
、
総
合
文
化
研
究
所
の
協
力
の
も
と
、
標
記
の
二
つ
の
ペ
ル
シ
ア
文
学

講
演
会
が
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

ま
ず
、「
十
三
世
紀
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の
『
精
神

的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
よ
り
～
「
葦
の
嘆
き
」
を
読
み
解
く
～
」
は
、

二
〇
〇
九
年
春
に
も
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
本
学
に
約
二
ヶ
月

滞
在
し
て
い
た
だ
い
た
、
在
テ
ヘ
ラ
ン
人
文
学
・
文
化
学
研
究
所
文
学
部

門
教
授
の
タ
ギ
ー
・
プ
ー
ル
ナ
ー
ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン
氏
の
ペ
ル
シ
ア
語
に

よ
る
公
開
授
業
で
あ
る
。
氏
は
イ
ラ
ン
国
内
で
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
り
、
そ
の
ペ
ル
シ
ア
語
神
秘
主
義
文
学
作
品
の
校
訂
と
新
解

釈
で
世
界
中
の
研
究
者
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。
絶
え
ず
講
演
、
授
業
、

博
士
論
文
指
導
の
依
頼
が
舞
い
込
む
も
の
の
、
国
内
で
の
講
演
や
論
文
指

導
に
応
じ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
報
告
者
が

テ
ヘ
ラ
ン
大
学
留
学
時
、
氏
に
博
士
論
文
指
導
を
仰
い
だ
の
は
、
そ
の
豊

富
な
知
識
と
指
導
力
の
み
な
ら
ず
、
氏
の
穏
や
か
で
温
厚
な
人
柄
も
大
き

な
決
め
手
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
今
回
も
日
本
で
な
ら
ば
と
氏
が
講
演
を
引
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会
議
室
に
は
心
地
よ
い
緊
張
感
が
漲
り
、
学
部
生
を
含
む
聴
衆
の
集
中

度
合
い
も
一
気
に
高
ま
っ
て
い
く
。
氏
は
、
時
に
修
辞
技
法
や
文
法
的

な
説
明
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、「
葦
の
嘆
き
」
を
丁
寧
に
読
み
進
め
て
い

く
。
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
持
つ
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
の
音
が
生
み
出
す
魔
法

に
か
か
っ
た
か
の
よ
う
な
、
イ
ラ
ン
人
研
究
者
の
徐
々
に
熱
を
帯
び
て
い

く
声
の
調
子
や
声
量
の
変
化
、
詩
人
本
人
が
の
り
移
っ
た
か
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
様
態
に
は
慣
れ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
プ
ー
ル
ナ
ー

ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン
氏
の
、
時
間
と
と
も
に
高
揚
し
て
い
く
、
し
か
も
明
る

く
楽
し
げ
な
表
情
に
は
、
目
の
前
の
曇
り
を
一
気
に
晴
れ
渡
ら
せ
る
よ
う

な
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
不
思
議
な
力
が
あ
る
、
と
報
告
者
は
い
つ
も
思
う
。

こ
こ
で
、「
葦
の
嘆
き
」の
冒
頭
の
四
行
を
拙
訳
に
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

	

こ
の
嫋
々
た
る
葦
笛
の
音
色
を
お
聞
き
な
さ
い

	
	

別
れ
の
愁
い
を
語
っ
て
い
る
の
で
す

	

慣
れ
親
し
ん
だ
葦
の
茂
み
か
ら
刈
り
取
ら
れ
て
以
来

	
	

啜
り
泣
く
私
の
調
べ
に　

男
も
女
も
涙
に
咽
ぶ
の
で
す

	

別
離
の
悲
し
み
に
私
の
胸
は
引
き
裂
か
れ

	
	

逢
い
た
く
て
た
ま
ら
ず
苦
痛
を
語
る
の
で
す

	

誰
で
あ
れ
、
太
源
か
ら
遠
く
引
き
離
さ
れ
た
者
は
切
実
に
願
う
の
で
す

	
	

か
つ
て
結
ば
れ
て
い
た
頃
に
戻
り
た
い
と
・
・
・

葦
は
、
神
が
土
を
捏
ね
、
形
骸
た
る
身
体
を
創
り
、
そ
こ
に
息
を
吹
き
込

ん
で
魂
を
込
め
、こ
の
世
に
送
り
出
し
た
人
間
の
喩
え
で
あ
る
。
葦
原
は
、

万
有
の
太
源
、
実
存
の
源
た
る
神
の
御
前
で
あ
る
。
神
秘
主
義
は
宇
宙
の

現
象
の
奥
深
く
で
常
に
働
き
か
け
る
何
か
を
感
じ
取
る
、
い
わ
ば
「
自
覚

し
た
」
者
の
世
界
で
あ
る
。
目
覚
め
た
者
は
実
存
の
源
を
痛
い
ほ
ど
意
識

し
、
そ
れ
を
意
識
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
別
離
に
苛
ま
れ
、
自
ら
を
葦
の
よ
う

に
儚
く
頼
り
な
い
存
在
と
自
覚
し
、
己
の
源
に
還
り
た
い
と
願
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
自
覚
者
の
魂
の
、
神
に
対
す
る
恋
慕
の
情
と
な
り
、
熱
く
激
し

く
燃
え
上
が
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
葦
の
嘆
き
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、『
精
神

的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
逸
話
に
焦
点
を
当
て
た
の
が
、
秋
の
講
演
会

「
ペ
ル
シ
ア
文
学
を
読
み
解
く
：
ル
ー
ミ
ー
の
説
話
の
世
界
」
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
九
月
末
日
ま
で
本
学
の
ペ
ル
シ
ア
語
特
定
外
国
語
主
任
教

員
で
、
報
告
者
の
上
述
の
科
研
の
連
携
研
究
者
で
も
あ
る
ナ
ス
リ
ー
ン
・

シ
ャ
キ
ー
ビ
ー
氏
が
、
ユ
ン
グ
心
理
学
的
分
析
に
基
づ
い
た
、
独
自
の
マ

ス
ナ
ヴ
ィ
ー
研
究
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。

初
回
の
講
演
で
は
、「
葦
の
嘆
き
」
に
続
く
第
一
話
「
王
と
美
し
い
侍
女
」

が
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
あ
る
王
と
王
が
見
初
め
た
乙
女
、
彼

女
が
恋
い
焦
が
れ
る
金
細
工
師
、
乙
女
の
病
を
恋
煩
い
と
見
抜
き
、
王
に

治
療
方
法
を
教
え
る
、
天
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
医
師
、
と
い
っ
た
面
々
が
登

場
す
る
、
非
常
に
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。
単
な
る
物
語
と
し
て
楽
し
め
る

だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
読
後
に
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
、
自
分
の
内
奥
と
向

き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
神
秘
主
義
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
逸
話
と
い

え
る
。

続
く
翌
週
の
講
演
は
、
預
言
者
ム
ー
サ
ー
（
モ
ー
セ
）
に
ま
つ
わ
る
逸

話
二
話
の
紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
。「
モ
ー
セ
と
羊
飼
い
」
と
「
モ
ー
セ
と

逃
げ
た
羊
」
を
通
し
て
、
ル
ー
ミ
ー
の
描
い
た
己
の
存
在
の
源
に
対
す
る

純
粋
な
思
慕
と
宗
教
的
多
元
性
に
着
目
し
た
講
演
と
な
っ
た
。
学
部
生
・

大
学
院
生
も
多
く
参
加
し
て
い
た
た
め
、
授
業
形
式
で
講
演
会
は
進
行

し
た
が
、
通
訳
な
し
の
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
講
演
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

忘
れ
た
た
め
、
ル
ー
ミ
ー
に
関
心
を
抱
く
も
の
の
ペ
ル
シ
ア
語
は
解
さ
な
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い
聴
講
者
向
け
に
、
報
告
者
が
質
疑
応
答
を
通
訳
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

に
陥
っ
た
の
は
反
省
す
べ
き
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
奇
し
く
も
日
本
で

の
ル
ー
ミ
ー
人
気
を
推
し
量
る
好
機
と
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
な
お
、

シ
ャ
キ
ー
ビ
ー
氏
に
は
本
年
三
月
、
別
の
逸
話
を
取
り
上
げ
た
講
演
の
た

め
、
再
来
日
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

紙
幅
の
関
係
上
、
三
つ
の
逸
話
の
内
容
を
こ
こ
で
各
々
詳
細
に
紹
介
で

き
な
い
の
が
残
念
で
は
あ
る
が
、『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
逸
話
部

分
の
下
訳
を
終
え
た
ば
か
り
の
報
告
者
は
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
日
本

の
ル
ー
ミ
ー
愛
好
者
に
、『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
全
て
の
逸
話
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
目
下
画
策
中
で
あ
る
。

「
十
三
世
紀
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の

『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
よ
り
～
「
葦
の
嘆
き
」
を
読
み
解
く
～
」

二
〇
一
八
年
四
月
七
日
（
土
）・
十
四
日
（
土
）

講
師
：
タ
ギ
ー
・
プ
ー
ル
ナ
ー
ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン

　
　

「
ペ
ル
シ
ア
文
学
を
読
み
解
く
：
ル
ー
ミ
ー
の
説
話
の
世
界
」

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
九
日
（
月
）・
二
十
六
日
（
月
）

講
師
：
シ
ャ
キ
ー
ビ
ー
・
モ
ム
タ
ー
ズ
・
ナ
ス
リ
ー
ン




